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　　We carried out the attitude survey of residents to investigate the problems concerning the 
transaction plan of the industrial waste disposed illegally in prefectural border. The attitude survey 
was done to the region where the background was different. As the result of this survey we 
found that we important for the resident to take communications fast and closely, and to obtain 
understanding from the resident as a result of this investigation.
Keywords : industrial waste, illegal disposal, public opinion, consensus building, questionnaire survey.
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不法投棄現場の面積は青森県側 11ha，岩手県側 16ha の
併せて 27ha におよび，不法に投棄された廃棄物は，青
森県側 67.1 万立方メートル，岩手県側 20.5 万立方メー













11 年 11 月の岩手・青森両県警合同捜査本部による強制
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11 月の問題の発覚時からアンケートを実施した 2006 年













共に 2006 年 12 月 20 日に郵送により送付し，回答期限





属性を図 3 に示す。まず，図 3（a）には回答者の年齢
の分布を示す。アンケート調査の対象者を電話帳から抽
出したため，アンケート送付先は主に世帯主宛となって
おり，回答者は 50 代以上の割合が 85% を占めている。
図 3（b）は性別の分布を示しているが，約 9 割が男性
であった。また，同図（c）は回答者の職業の分布を示












る結果を図 4 と図 5 にそれぞれ示す。これらの図の縦軸







日時 項目 No. 出来事
平成 11.11 1 問題発覚
平成 12.7
2 岩手県，第１回住民説明会青森県，第１回住民説明会平成 13.2










平成 16.8 ～ 12 7 廃棄物の撤去開始
平成 18.9 8 岩手県が推定量修正
平成 18.9 9 青森県が廃棄物本格撤去計画書 ( 案 ) 発表











































まで 1 割に満たなかった「良い」とする評価が 3 割を超
えた。同時に「不満」とする評価は，項目 No.3 の時点
では 7 割に達していたのにたいし，この時点では 1 割以
































　また，項目 No. 6 の仮設浄化プラント稼働および項目
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